
令和元年台風第１９号等 相双地方農林業の被害 (Ver.7)

相双地方では、１０月１１日から前線の影響で雨が降り始め、台風の接近・通過に伴い１２日
の夕方から１３日の未明にかけて、非常に激しい雨が降りました。総降水量は、相双管内の雨
量観測地点全てで２００mm以上となり、１０月１ヶ月平均値の２倍程度の降水量となりました。
この台風の影響により二級河川宇多川や、小高川をはじめとする相双地方各地の河川で氾濫

や決壊が生じ、広い範囲で浸水が発生するなど甚大な被害をもたらしました。
また、１０月２５日から２６日にかけての台風第２１号に伴う大雨では、２４時間最大雨量

が２５０mmを超す観測地点もあり、応急工事で仮復旧した箇所が再度被害を受けるなど被害が
拡大しました。

令 和 4 年 2 月 1 日

相 双 農 林 事 務 所

（１）総降水量（１０月１１日１５時から１３日６時まで）(単位：mm)

地点名 市町村 降水量

新地 新地町 265.0

相馬 相馬市 260.0

飯舘 飯舘村 337.0

原町 南相馬市 274.5

津島 浪江町 337.0

浪江 浪江町 319.5

川内 川内村 445.5

富岡 富岡町 238.0

広野 広野町 250.5

（２）最大雨量(単位：mm)

地点名 24時間 1時間

新地 260.0 34.0

相馬 254.0 31.5

飯舘 330.5 38.0

原町 269.0 32.0

津島 331.0 38.5

浪江 313.5 35.0

川内 441.0 56.0

富岡 232.5 33.5

広野 247.0 46.5

期間降水量分布図（令和元年10 月11 日15 時～13 日6 時）
（出展）福島県災害時気象資料 令和元年台風第19号による大雨と暴風、波浪

福島地方気象台ホームページより

相双管内の９観測地点のうち、５地
点（飯舘、原町、津島、浪江、川
内）で２４時間最大雨量記録を更新。

主な地点の降水量の時系列図
(令和元年10 月11 日15 時～13 日15 時)

（出展）福島県災害時気象資料
令和元年台風第19号による大雨と暴風、波浪

福島地方気象台ホームページより

相双地方

１気象等の概要

（１）人的被害
死者：５名
(相馬市2名、南相馬市1名、
飯舘村1名、川内村1名)

軽傷者：３名

（２）住家被害
全壊：１４棟
半壊：１,１５３棟
一部損壊：７６０棟
床上浸水：１３８棟
床下浸水：１６０棟
公共建物：６棟
その他（非住宅）：８７８棟

２主な被害状況（11月18日13時現在（相双管内））

３農林業被害状況【確定】（11月20日8時30分現在（相双管内））

１

東日本大震災と原発事故後、営農再開を目指
し、ほ場整備を実施中であったが、小高川の堤
防決壊により、ほ場に土砂が流入。

飯崎地区（南相馬市小高区）


